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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月29日(2021.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを含むファイルを処理する方法であって、前記方法は、
　魚眼ビデオデータを含むファイルを処理することと、前記ファイルは、前記魚眼ビデオ
データの属性を指定する複数のシンタックス要素を含むシンタックス構造を含み、ここに
おいて、前記複数のシンタックス要素は、前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるか
またはステレオスコープであるかを明示的に示す第１のシンタックス要素と、前記魚眼ビ
デオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを暗示的に示す１つ
または複数のシンタックス要素とを含む、
　前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを、前
記第１のシンタックス要素に基づいて決定することと、
　モノスコープまたはステレオスコープとしてレンダリングするために、前記魚眼ビデオ
データを前記決定に基づいて出力することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のシンタックス要素は、前記シンタックス構造の最初のビットのセット中に含
まれる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記最初のビットのセットは、長さが２４ビットである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ファイルは、前記シンタックス構造を含むボックスを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記ボックスは、スキーム情報を含む第２のボックス中に含まれている第１のボックス
であり、前記方法は、
　前記魚眼ビデオデータのピクチャがリージョンワイズパッキングされているかどうかを
示す第３のボックスを前記第１のボックスが含むかどうかを決定すること、
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のボックスが前記第３のボックスを含むと決定することに応答して、前記ビデ
オデータの前記ピクチャをレンダリングするより前に前記ビデオデータの前記ピクチャを
アンパッキングすること、または、
　前記第１のボックスが前記第３のボックスを含まないと決定することに応答して、前記
ビデオデータの前記ピクチャをアンパッキングすることなしに前記ビデオデータの前記ピ
クチャをレンダリングすること、
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のボックスは、SchemeInformationBoxであり、前記第２のボックスは、Fishey
eOmnidirectionalVideoBoxであり、および前記第３のボックスは、RegionWisePackingBox
である、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記シンタックス構造は、前記ビデオデータの各ピクチャ中に含まれる円形画像の数を
指定する第２のシンタックス要素をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記シンタックス構造は、それぞれの円形画像ごとに、前記それぞれの円形画像のビュ
ー識別子を示すそれぞれの第３のシンタックス要素を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記シンタックス構造は、前記ファイルによってカプセル化されるビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）データの外部にある、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを決定する
ことは、
　前記ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを、前記第
１のシンタックス要素に基づいて、および前記ビデオデータがモノスコープであるかまた
はステレオスコープであるかを暗示的に示す前記シンタックス要素にかかわらず決定する
こと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ビデオデータを含むファイルを生成するための方法であって、前記方法は、
　魚眼ビデオデータと、前記魚眼ビデオデータをキャプチャするために使用されるカメラ
の外部パラメータとを取得することと、
　前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを、前
記外部パラメータに基づいて決定することと、
　前記魚眼ビデオデータと、前記魚眼ビデオデータの属性を指定する複数のシンタックス
要素を含むシンタックス構造とを、ファイル中で符号化することと、ここにおいて、前記
複数のシンタックス要素は、前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレ
オスコープであるかを明示的に示す第１のシンタックス要素と、前記魚眼ビデオデータを
キャプチャするために使用される前記カメラの前記外部パラメータを明示的に示す１つま
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たは複数のシンタックス要素とを含む、
　を備える、方法。
【請求項１３】
　前記第１のシンタックス要素を符号化することは、前記シンタックス構造の最初のビッ
トのセット中の前記第１のシンタックス要素を符号化することを備える、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記最初のビットのセットは、長さが２４ビットである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ファイルは、前記シンタックス構造を含むボックスを含む、請求項１２に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記ボックスは、スキーム情報を含む第２のボックス中に含まれている第１のボックス
であり、前記方法は、
　前記魚眼ビデオデータのピクチャがリージョンワイズパッキングされているかどうかを
示す第３のボックスを、前記第１のボックス中に符号化すること、
　をさらに備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のボックスは、SchemeInformationBoxであり、前記第２のボックスは、Fishey
eOmnidirectionalVideoBoxであり、および前記第３のボックスは、RegionWisePackingBox
である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記シンタックス構造は、前記ビデオデータの各ピクチャ中に含まれる円形画像の数を
指定する第２のシンタックス要素をさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記シンタックス構造は、それぞれの円形画像ごとに、前記それぞれの円形画像のビュ
ー識別子を示すそれぞれの第３のシンタックス要素を備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ビデオデータは、ビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）中に符号化され、および前
記シンタックス構造は、前記ＶＣＬの外部にある、請求項１２に記載の方法。
【請求項２１】
　ビデオデータを処理するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　魚眼ビデオデータを含むファイルの少なくとも一部分を記憶するように構成されたメモ
リと、前記ファイルは、前記魚眼ビデオデータの属性を指定する複数のシンタックス要素
を含むシンタックス構造を含み、ここにおいて、前記複数のシンタックス要素は、前記魚
眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを明示的に示す
第１のシンタックス要素と、前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレ
オスコープであるかを暗示的に示す１つまたは複数のシンタックス要素とを含む、
　1つまたは複数のプロセッサと、
　を備え、前記1つまたは複数のプロセッサは、
　　前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを、
前記第１のシンタックス要素に基づいて決定することと、
　　モノスコープまたはステレオスコープとしてレンダリングするために、前記魚眼ビデ
オデータを前記決定に基づいて出力することと、
　を行うように構成された、デバイス。
【請求項２２】
　前記第１のシンタックス要素は、前記シンタックス構造の最初のビットのセット中に含
まれる、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記最初のビットのセットは、長さが２４ビットである、請求項２２に記載のデバイス
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。
【請求項２４】
　前記ファイルは、前記シンタックス構造を含むボックスを含む、請求項２１に記載のデ
バイス。
【請求項２５】
　前記ボックスは、スキーム情報を含む第２のボックス中に含まれている第１のボックス
であり、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記魚眼ビデオデータのピクチャがリージョンワイズパッキングされているかどうかを
示す第３のボックスを前記第１のボックスが含むかどうかを決定すること、
　を行うようにさらに構成される、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記第１のボックスが前記第３のボックスを含むと決定することに応答して、前記１つ
または複数のプロセッサは、前記ビデオデータの前記ピクチャをレンダリングするより前
に前記ビデオデータの前記ピクチャをアンパッキングするようにさらに構成される、また
は、
　前記第１のボックスが前記第３のボックスを含まないと決定することに応答して、前記
１つまたは複数のプロセッサは、前記ビデオデータの前記ピクチャをアンパッキングする
ことなしに前記ビデオデータの前記ピクチャをレンダリングするようにさらに構成される
、
　請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記第１のボックスは、SchemeInformationBoxであり、前記第２のボックスは、Fishey
eOmnidirectionalVideoBoxであり、および前記第３のボックスは、RegionWisePackingBox
である、請求項２５に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記シンタックス構造は、前記ビデオデータの各ピクチャ中に含まれる円形画像の数を
指定する第２のシンタックス要素をさらに含む、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２９】
　前記シンタックス構造は、前記ファイルによってカプセル化されるビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）データの外部にある、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを決定する
ために、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを、前記第
１のシンタックス要素に基づいて、および前記ビデオデータがモノスコープであるかまた
はステレオスコープであるかを暗示的に示す前記シンタックス要素にかかわらず決定する
こと
　を行うように構成される、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項３１】
　ビデオデータを含むファイルを生成するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　魚眼ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　1つまたは複数のプロセッサと、を備え、前記1つまたは複数のプロセッサは、
　　前記魚眼ビデオデータをキャプチャするために使用されるカメラの外部パラメータを
取得することと、
　　前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステレオスコープであるかを、
前記外部パラメータに基づいて決定することと、
　　前記魚眼ビデオデータと、前記魚眼ビデオデータの属性を指定する複数のシンタック
ス要素を含むシンタックス構造とを、ファイル中で符号化することと、ここにおいて、前
記複数のシンタックス要素は、前記魚眼ビデオデータがモノスコープであるかまたはステ
レオスコープであるかを明示的に示す第１のシンタックス要素と、前記魚眼ビデオデータ
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をキャプチャするために使用される前記カメラの前記外部パラメータを明示的に示す１つ
または複数のシンタックス要素とを含む、
　を行うように構成された、デバイス。
【請求項３２】
　前記第１のシンタックス要素を符号化するために、前記１つまたは複数のプロセッサは
、前記シンタックス構造の最初のビットのセット中の前記第１のシンタックス要素を符号
化するように構成される、請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記最初のビットのセットは、長さが２４ビットである、請求項３２に記載のデバイス
。
【請求項３４】
　前記ファイルは、前記シンタックス構造を含むボックスを含む、請求項３１に記載のデ
バイス。
【請求項３５】
　前記ボックスは、スキーム情報を含む第２のボックス中に含まれている第１のボックス
であり、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記魚眼ビデオデータのピクチャがリージョンワイズパッキングされているかどうかを
示す第３のボックスを、前記第１のボックス中に符号化すること、
　を行うようにさらに構成される、請求項３４に記載のデバイス。
【請求項３６】
　前記第１のボックスは、SchemeInformationBoxであり、前記第２のボックスは、Fishey
eOmnidirectionalVideoBoxであり、および前記第３のボックスは、RegionWisePackingBox
である、請求項３５に記載のデバイス。
【請求項３７】
　前記シンタックス構造は、前記ビデオデータの各ピクチャ中に含まれる円形画像の数を
指定する第２のシンタックス要素をさらに含む、請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３８】
　前記ビデオデータは、ビデオコーディングレイヤ（ＶＣＬ）中で符号化され、および前
記シンタックス構造は、前記ＶＣＬの外部にある、請求項３１に記載のデバイス。
【請求項３９】
　前記ビデオデータは、魚眼ビデオデータである、請求項１に記載の方法。
【請求項４０】
　前記ビデオデータは、魚眼ビデオデータである、請求項１２に記載の方法。
【請求項４１】
　前記ビデオデータは、魚眼ビデオデータである、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項４２】
　前記ビデオデータは、魚眼ビデオデータである、請求項３１に記載のデバイス。
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